
-  80  -

A. 研究目的
沖縄県は日本最西端に位置し、亜熱帯機構の

県である。アジアの玄関口として台湾や中国を
はじめとした東アジア、東南アジアの国々との
交流が活発である一方、米軍基地が存在するな
ど日本本土とは気候や環境が異なる。そのため
感染症においては菌種や流行パターンが日本本
土とは異なる事が予想される。本研究では感染
症法に基づく届出を元に、侵襲性肺炎球菌感染
症（IPD）、侵襲性インフルエンザ菌感染症（IHD）、
侵襲性髄膜炎菌感染症（IMD）、劇症型溶血性レ
ンサ球菌感染症（STSS）の沖縄県内での発生動
向を解析するとともに、県内の人的ネットワー
クを構築し、今後の感染症対策に役立てること
が目的である。

B. 研究方法
微生物検査室を有する県内15医療機関の医師

と微生物検査技師、沖縄県衛生環境研究所、沖縄
県地域保健課間で、サーベイランスのためのネッ
トワークを構築した。各施設協力の元に 4 疾患の
菌株や調査票を収集し、解析を行う。解析結果は
定期的に各医療機関や行政にフィードバックを
行う。
（倫理面への配慮）

症例調査に関しては匿名化を図り、患者のプラ
イバシーが守れるように配慮する。菌株の収集に
関しては特に倫理的な問題はないと判断する。

C. 研究結果
IPD、IHDのほとんどの症例で60歳以上の患者

に多く発生し、8 割以上の症例で肺疾患や、心疾
患、糖尿病などの基礎疾患を有していた。

IPDにおける沖縄県で分離される肺炎球菌の血
清型は10A型が多く、他地域と異なった傾向を
示した。

IHDでの病型は菌血症と肺炎の合併症例が多
いが、若い女性での骨盤内感染なども散見され
ている。インフルエンザ桿菌の莢膜型はほとん
どが non-typable （NTHi） だが e 型、f 型もそれ
ぞれ 1 株ずつ分離された。

STSSでは、50歳台から発生が多くなる傾向が
みられた。レンサ球菌の菌種はA群レンサ球菌
とG群レンサ球菌がほぼ同数でみられた。

IMDは 1 症例報告、株解析が行われ、血清群
Yであった。

D. 考察
IPDの肺炎球菌血清型の分離頻度は他地域と傾

向が異なり、今後のワクチンの効果においても他
地域とは、今後ワクチンでカバーできない株の分
離状況と合わせて引き続きサーベイランスを行
う必要がある。

E. 結論
沖縄県内でのサーベイランス体制構築は順調

に進んでいる。今後も継続して菌株や調査票の収
集を行うとともに、本サーベイランスの体制を更
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に発展させ更に体制を強化していきたい。
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